
グローバルの成績は世界ではどの辺り？？ 

  

グローバルの生産者の成績レベル

は一体どんなものでしょうか。左に掲

げた表は、欧米の有名な養豚コンサ

ルタント(クローズ氏)の世界の目標値

に、グローバルの一昨年度上位１０％

目の、文字通りわれわれの目標値とも

いえる数字を入れたものですが、ほと

んどの項目で世界の目標値をクリアし

ています。 

目標値を上回っている項目はグリ

ーンに色付けをしてあるので一目瞭

然です。上位１０％なので読者によっ

て印象が異なるでしょうが、基本的に

は育種的にも管理的にも全く世界的

なレベルだったことがわかったのです。 

国際的に著名なコンサルタントもび

っくりした点は、多くの人たちが今や

当たり前になっている２．４以上の高い

母豚回転数、平均および一腹当の離

乳体重です。離乳２３日の世界レベル

ですので、２１日ではるかに有意なこ

の数字は確かに驚異です。またこの

表にはありませんが生後１０週令（離

乳舎退出時）で３０ｋｇという数字には

本当に驚いていました。われわれにしてみれば当然のことですが、大変なことを平然と言っていたようです。 

ただし問題点が無いわけではありません。すなわち哺乳･肥育の事故率です。農場地域で差がありここ数年

で非常によく改善されてきておりますが、地域ごとに頑張りたい項目です。特に悪い農場はどちらも悪く、良い

農場はどちらも良いのも特徴です。それだけにまず分娩舎の事故を下げ、免疫力を強く子豚に移行させて丈

夫に離乳させる流れを確認しましょう。 

育種改良はすばらしく成功しているのです。問題は豚ではありません。いろいろな経緯の中で管理が活かさ

れていないのです。仲間と成績比較が出来るわけですから目標農場を指名してポイントとなる管理を担当獣医

師の指導の下にじっくり話し合ってみましょう。 

2005 年 4 月 グローバルピッグファーム㈱ 

世界目標
ＧＰＦ10%目
の農場値

(2003年度）

アクション
レベル

淘汰率(%) 35 49.5 >42

母豚淘汰産歴 6-7 - <3, >8

平均産歴 5 3 <3, >8

母豚死亡率(%) <5 2.3 >5

分娩率(%) 90 89.7 <83

年間母豚回転数 2.4 2.44 <2.2

離乳後種付期間 5 5.6 >7

離乳後７日以内種付率(%) 90 94.4 <85

年間母豚空胎期間(NPSD) 12 ？ >20

１腹平均総産子数 12.0 12.6 <11.0

平均生存産子数 11.3 11.4 <10.5

平均生時体重(kg) 1.4 1.6 <1.1

哺乳中事故率(%) <10.0 6.7 >13.0

１腹平均離乳頭数 10.2 10.3 <9.5

年間母豚当離乳子豚数 24.5 24.7 <21

年間母豚当販売頭数 23.0 23.30 <19

平均離乳体重(23日) 7.0 7.3(21日） <6.0

1腹離乳体重(23日) 70.0 70.1(21日） <60.0

年間母豚当飼料給餌量(t) 1.20 - <1.00, >1.5

離乳子豚当の母豚給餌量(kg) 50 - >55

母豚の生産性を左右する重要因子

*離乳日令で影響を受ける
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